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(57)【要約】
【課題】規格で定められた消費電力の中で、規格を満た
す照度を広範囲に確保するＬＥＤ照明装置を提供する。
【解決手段】複数のＬＥＤ素子１を有する第１光源ユニ
ットＵ１と、複数のＬＥＤ素子１を有する第２光源ユニ
ットＵ２と、第１光源ユニットＵ１及び第２光源ユニッ
トＵ２を収容する器具本体５および透光性カバー６と、
器具本体５に取り付けられる光源取付台３と、を有する
。光源取付台３は、第１光源ユニットＵ１が取り付けら
れる第１平板部３０と、第２光源ユニットＵ２が取り付
けられる第２平板部３１と、を有する。第１平板部３０
は、下方の道路面を向いている。第２平板部３１は、第
１平板部３０に隣り合い、第１平板部３０に対して所定
の角度で傾斜して第１平板部３０よりも側方を向いてい
る。第２光源ユニットＵ２の消費電力は、第１光源ユニ
ットＵ１の消費電力よりも大きく設定されている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のＬＥＤ素子を有する第１光源ユニットと、；
　複数のＬＥＤ素子を有する第２光源ユニットと、；
　前記第１光源ユニット及び前記第２光源ユニットを収容する器具本体および透光性カバ
ーと、；
　前記第１光源ユニットが取り付けられる第１平板部と、前記第２光源ユニットが取り付
けられる第２平板部と、を有し、前記器具本体に取り付けられる光源取付台と、；
を具備しており、
　前記第１平板部は、下方の道路面を向いており、
　前記第２平板部は、前記第１平板部に隣り合い、前記第１平板部に対して所定の角度で
傾斜して前記第１平板部よりも側方を向いており、
　前記第２光源ユニットの消費電力は、前記第１光源ユニットの消費電力よりも大きく設
定されている、ＬＥＤ照明装置。
【請求項２】
　前記第１光源ユニットを構成するＬＥＤ素子の１つあたりの消費電力が０．１Ｗ以上且
つ０．４Ｗ以下であり、
　前記第２光源ユニットを構成するＬＥＤ素子の１つあたりの消費電力が０．８Ｗ以上且
つ２Ｗ以下である、請求項１に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項３】
　前記第２平板部は、前記第１平板部を挟んで対をなしており、
　前記対をなす第２平板部の前記第１平板部に対する傾斜角度は、前記第１平板部を挟ん
で対称となる角度に設定されている、請求項１又は２に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項４】
　複数のＬＥＤ素子を有する第３光源ユニットを更に具備しており、
　前記光源取付台は、前記第３光源ユニットが取り付けられる第３平板部を有し、
　前記第３平板部は、前記第２平板部に隣り合い、前記第２平板部に対して所定の角度で
傾斜して前記第２平板部よりも側方を向いており、
　前記第３光源ユニットの消費電力は、前記第２光源ユニットの消費電力よりも大きく設
定されている、請求項１～３に記載のＬＥＤ照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、主に屋外に使用されるＬＥＤ照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、環境意識の高まりから、省電力化に優れたＬＥＤ（Light Emitting Diode；発光
ダイオード）素子を光源に使用したＬＥＤ照明装置が普及している。ＬＥＤ照明装置の一
種として、道路に設置された支柱等の高所に取り付けられるＬＥＤ防犯灯が知られている
（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　屋外照明を行う防犯灯は、防犯と歩行の安全を確保するために、最低限必要な路面照度
および鉛直方向の照度、消費電力に応じて最低限必要な設置間隔が、日本防犯設備協会の
ＲＢＳＳ規格に定められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２００１０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】



(3) JP 2017-10675 A 2017.1.12

10

20

30

40

50

【０００５】
　ＬＥＤ防犯灯は、設置用ポールの高所（例えば４．５ｍ）に取り付けられ、下面を中心
とする広範囲を照らす必要がある。しかしながら、規格を満たす照度を得るためには、Ｌ
ＥＤ素子を増やす若しくはＬＥＤ素子のパワーを上げればよいが、規格には消費電力によ
るカテゴリがあるため、ただやみくもにＬＥＤ素子を配置しただけでは、規格に定められ
る消費電力の中で照度を満たすことが難しい。
【０００６】
　本開示は、このような課題に着目してなされたものであって、その目的は、規格で定め
られた消費電力の中で、規格を満たす照度を広範囲に確保するＬＥＤ照明装置を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示は、上記目的を達成するために、次のような手段を講じている。
【０００８】
　すなわち、本開示のＬＥＤ照明装置は、
　複数のＬＥＤ素子を有する第１光源ユニットと、；
　複数のＬＥＤ素子を有する第２光源ユニットと、；
　前記第１光源ユニット及び前記第２光源ユニットを収容する器具本体および透光性カバ
ーと、；
　前記第１光源ユニットが取り付けられる第１平板部と、前記第２光源ユニットが取り付
けられる第２平板部と、を有し、前記器具本体に取り付けられる光源取付台と、；
を具備しており、
　前記第１平板部は、下方の道路面を向いており、
　前記第２平板部は、前記第１平板部に隣り合い、前記第１平板部に対して所定の角度で
傾斜して前記第１平板部よりも側方を向いており、
　前記第２光源ユニットの消費電力は、前記第１光源ユニットの消費電力よりも大きく設
定されている。
【０００９】
　この構成によれば、第１平板部３０が下方の道路面を向いているので第１光源ユニット
が下方を照らし、第２光源ユニットが第１光源ユニットよりも側方を照らし、第２光源ユ
ニットの消費電力が第１光源ユニットの消費電力よりも大きいので、下方よりも側方へ向
かう照射光が強くなる。よって、規格で定められた消費電力の中で、被照射面が近い下方
の照度を第１光源ユニットにより確保しつつ、被照射面が遠い側方の照度を第２光源ユニ
ットにより十分に確保可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１実施形態のＬＥＤ照明装置を示す斜視図。
【図２】ＬＥＤ照明装置を示す側面図。
【図３】ＬＥＤ照明装置を示す斜視図。
【図４】ＬＥＤ照明装置を示す底面図。
【図５】ＬＥＤ照明装置を構成する各部材を示す分解斜視図。
【図６】光源取付台及び反射部材を示す側面図及び説明図。
【図７】ＬＥＤ素子、光源取付台及び反射部材を示す底面図。
【図８Ａ】図７のＡ１－Ａ１部位を示す断面図。
【図８Ｂ】図７のＡ２－Ａ２部位を示す断面図。
【図８Ｃ】図７のＡ３－Ａ３部位を示す断面図。
【図９】ＬＥＤ照明装置を示す斜視図。
【図１０Ａ】図９のＡ４－Ａ４部位を示す断面図。
【図１０Ｂ】図９のＡ５－Ａ５部位を示す断面図。
【図１１】反射部材及び電源回路部を示す斜視図。
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【図１２】第２実施形態のＬＥＤ照明装置を示す斜視図。
【図１３】ＬＥＤ照明装置を構成する各部材を示す分解斜視図。
【図１４】光源取付台及び反射部材を示す側面図及び説明図。
【図１５】ＬＥＤ素子、光源取付台及び反射部材を示す斜視図。
【図１６Ａ】図１５のＡ６－Ａ６部位を示す断面図。
【図１６Ｂ】図１５のＡ７－Ａ７部位を示す断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　＜第１実施形態＞
　以下、本開示の第１実施形態のＬＥＤ照明装置について、図１～１１を用いて説明する
。第１実施形態のＬＥＤ照明装置は、設置間隔が２０ｍで皮相電力が１０ＶＡとなるＬＥ
Ｄ防犯灯である。
【００１２】
　図５に示すように、ＬＥＤ照明装置は、ＬＥＤ（Light Emitting Diode；発光ダイオー
ド）素子１と、ＬＥＤ素子１が実装されるＬＥＤ基板２と、ＬＥＤ基板２が取り付けられ
る光源取付台３と、ＬＥＤ素子１から発光された光を所定の方向に配光する反射部材４と
、ＬＥＤ基板２を収容する器具本体５及び透光性カバー６と、ＬＥＤ素子１に電力を供給
する電源回路部７と、を有する。
【００１３】
　本実施形態のＬＥＤ照明装置は、図１～４に示すように、屋外の設置用ポールＰＬの高
所（標準で約４．５ｍ）に下向きで取り付けられ、下方及びその周辺を照らす防犯灯とし
て用いられる。器具本体５は、設置用ポールＰＬなどの取付対象に取り付けられる。器具
本体５は、透光性カバー６と共に収容空間を形成するカバー本体５０と、設置用ポールＰ
Ｌに取り付ける固定金具５１と、を有する。本実施形態では、カバー本体５０が樹脂製で
あり、インサート成型によって金属製の固定金具５１とカバー本体５０とを一体に形成し
ている。図２に示すように、カバー本体５０の天面が鉛直方向ＶＤに対して傾斜した姿勢
（本実施形態では約６０°）になるように、器具本体５が取り付けられる。このため、照
明装置は斜め下を向く姿勢となる。なお、照明装置は、下方を向くのであれば、真下を向
いていても斜め下を向いていてもよい。
【００１４】
　光源取付台３は、図５に示すように、ネジなどの締着具ｖを介して器具本体５に着脱可
能に取り付けられる。光源取付台３は、平板状のＬＥＤ基板２が取り付けられる長尺状の
平板部３０、３１を複数有する。本実施形態では、複数の平板部３０、３１は、図５及び
図６に示すように、短手方向に所定の角度を有して連結され、電源回路部７を収容する電
源収容空間ＳＰ１を背部側に形成している。電源収容空間ＳＰ１は、平板部３０、３１の
長手方向ＬＤに開放されている。勿論、複数の平板部を長手方向に所定の角度を有して連
結させてもよい。また、電源収容空間ＳＰ１は、平板部３０、３１の長手方向ＬＤの少な
くとも一方に開放されていればよい。
【００１５】
　光源取付台３は、図４及び図５に示すように、長手方向ＬＤの両端部に器具本体５に固
定される対をなすアーム３３を有する。対をなすアーム３３の少なくとも一部は、長手方
向ＬＤに沿って見た場合に電源収容空間ＳＰ１と重なっている。アーム３３には、電源収
容空間ＳＰ１に挿通する通気孔３３ｈが形成されている。
【００１６】
　光源取付台３は、複数の平板部のうち最も真下を向く第１平板部３０と、第１平板部３
０に隣り合う第２平板部３１と、を有する。第１平板部３０は、下方の道路面を向いてい
る。第２平板部３１は、第１平板部３０に対して所定の角度で傾斜し且つ第１平板部３０
よりも側方を向いている。側方を向く度合は、鉛直方向ＶＤに対する平板部の面の角度α
で表現でき、当該角度αが小さいほど側方を向いていることになる。
【００１７】
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　図６に示すように、第２平板部３１は、第１平板部３０を挟むように対をなしている。
対をなす第２平板部３１の背部同士が互いに対向している。対をなす第２平板部３１の第
１平板部３０に対する傾斜角度θ１は、第１平板部３０を挟んで対称となる角度に設定さ
れている。具体的には、第２平板部３１は、第１平板部３０の面方向に対して５７．５°
傾斜し、鉛直方向ＶＤに対して３２．５°傾斜している。α１＝３２．５°、θ１＝５７
．５°である。これにより、第１平板部３０に配置されるＬＥＤ素子１は、下方を主に照
らし、第２平板部３１に配置されるＬＥＤ素子１は、側方を照らすことになる。
【００１８】
　反射部材４は、図３及び図４に示すように、ＬＥＤ素子１から発光された光の入射側開
口４０ａ及び光の出射側開口４０ｂを有する複数の筒状反射体４０と、複数の筒状反射体
４０を連結する第１連結反射体４１と、を有する。筒状反射体４０の筒内壁は回転放物面
４０ｃに形成されている。回転放物面４０ｃには、図８Ａ～Ｃに示すように、回転軸ａｘ
及び焦点ｆｐが設定される。反射部材４は、光源取付台３の平板部３０、３１にネジ等の
締着具ｖを介して取り付けられる。本実施形態では、筒状反射体４０は、入射側開口４０
ａが１つのＬＥＤ素子１を囲むように配置されており、筒状反射体４０とＬＥＤ素子１と
が一対一の関係で対応しているが、この関係に限定されない。例えば、入射側開口４０ａ
が複数のＬＥＤ素子１を囲むように筒状反射体４０が配置され、筒状反射体４０とＬＥＤ
素子１とが一対多の関係で対応してもよい。
【００１９】
　第１連結反射体４１は、図３及び図４に示すように、筒状反射体４０の出射側開口端同
士を連結する。第１連結反射体４１は、透光性カバー６で反射して戻ってきた光を透光性
カバー６へ向けて反射させる。本実施形態では、第１連結反射体４１は板状に形成されて
いるが、これに限定されず、その形状は種々変更可能である。図６に示すように、第１連
結反射体４１は、光源取付台３との間に空間ＳＰ２を形成し、当該空間ＳＰ２は、平板部
３０、３１の長手方向ＬＤに開放され、器具本体５及び透光性カバー６に覆われた内部空
間と連通している。
【００２０】
　なお、本実施形態では、筒状反射体４０の筒内壁は、回転放射面であるが、これに限定
されない。例えば、断面がテーパ状平坦面であってもよい。勿論、光を遠方に配光するた
めには、回転放物面であることが好ましい。
【００２１】
　電源回路部７は、図６及び図１１に示すように、複数の平板部３０、３１の背部側にあ
る電源収容空間ＳＰ１に配置されている。電源回路部７は、光源取付台３に直接又は間接
的に支持されている。本実施形態では、電源回路部７は、第１平板部３０に取り付けられ
た反射部材４に支持されている。具体的には、反射部材４から複数の支持アーム４３が、
第１平板部３０に形成された挿通孔を通って電源収容空間ＳＰ１にまで延びており、支持
アーム４３の先端にある爪によって電源回路部７が保持されている。反射部材４は、ネジ
などの締着具ｖを介して第１平板部３０に固定されている。その結果、電源回路部７は、
光源取付台３（第１平板部３０）に間接的に支持されている。なお、図５に示すように、
電源回路部７は、絶縁シート材８によって光源取付台３と絶縁されている。図１１に示す
ように、電源回路部７には、照度センサ７０が設けられている。照度センサ７０は、カバ
ー本体５０に形成された透光窓５０ｈを介して外部の光を受け、環境の照度を検出する。
電源回路部７は、照度センサ７０の検出結果に基づいて、照度に応じて照明のオンオフを
制御する。
【００２２】
　ＬＥＤ基板２、反射部材４及び電源回路部７は、図６に示すように、器具本体５に対し
て関連づけられておらず、固定されておらず、接触もしていない。そのため、ＬＥＤ基板
２、反射部材４及び電源回路部７は、光源取付台３と一体に器具本体５に対して着脱可能
となる。
【００２３】
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　ここで説明を容易にするために、図３及び図５に示すように、第１平板部３０に配置さ
れる複数のＬＥＤ素子１及び筒状反射体４０を第１光源ユニットＵ１と呼び、第２平板部
３１に配置される複数のＬＥＤ素子１及び筒状反射体４０を第２光源ユニットＵ２と呼ぶ
。本実施形態では、１つの平板部には１枚のＬＥＤ基板が配置されているが、複数枚のＬ
ＥＤ基板が配置されていてもよい。また、１枚のＬＥＤ基板に複数のＬＥＤ素子が実装さ
れているが、１枚のＬＥＤ基板に単一のＬＥＤ素子が実装されていてもよい。
【００２４】
　第１平板部３０に配置される第１光源ユニットＵ１は最も真下を向く。第１平板部３０
を挟むように対をなす第２平板部３１に配置される第２光源ユニットＵ２は、第１光源ユ
ニットＵ１を挟んで２個（１対）ある。第２光源ユニットＵ２による下方への照射光より
、第２光源ユニットＵ２による側方への照射光が強い。
【００２５】
　第１光源ユニットＵ１を構成するＬＥＤ素子１は、いわゆるミドルパワーＬＥＤであり
、１つあたりの消費電力が０．１Ｗ以上且つ０．４Ｗ以下である。例えば０．２Ｗにする
ことが好ましい。図３～５に示すように、第１平板部３０に取り付けられた１枚のＬＥＤ
基板に、２行５列のマトリックス状に１０個のＬＥＤ素子１が配置されている。
【００２６】
　第２光源ユニットＵ２を構成するＬＥＤ素子１は、いわゆるハイパワーＬＥＤであり、
１つあたりの消費電力が０．８Ｗ以上且つ２Ｗ以下である。例えば１Ｗにすることが好ま
しい。図３及び図５に示すように、第２平板部３１に取り付けられた１枚のＬＥＤ基板２
に、２個のＬＥＤ素子１が配置されている。
【００２７】
　第１光源ユニットＵ１を構成するＬＥＤ素子１の１つあたりの消費電力をＰ１と表し、
第２光源ユニットＵ２を構成するＬＥＤ素子１の１つあたりの消費電力をＰ２と表す。第
２光源ユニットＵ２を構成するＬＥＤ素子１の消費電力の合計値（Ｐ２×２）は、第１光
源ユニットＵ１を構成するＬＥＤ素子１の消費電力の合計値（Ｐ１×１０）よりも大きく
なるように設定されている。本実施形態では、ＬＥＤ素子１の配置は、第１平板部３０及
び第２平板部３１が配列される方向（道路が延びる方向ＲＤ）に直交する軸Ｌを中心とし
て左右対称となるように配置されている。このように、道路が延びる方向ＲＤに沿って装
置を２つに分割した場合に、片側のみで上記消費電力の関係が成立するのが好ましい。具
体的には、第２光源ユニットＵ２の消費電力の合計値（Ｐ２×２）＞第１光源ユニットＵ
１の消費電力の合計値（Ｐ１×５）　という関係が成立する。
【００２８】
　本実施形態では、第１平板部３０の両隣に対をなす第２平板部３１が設けられており、
この対をなす第２平板部３１に配置される２つの第２光源ユニットＵ２の消費電力の合計
（Ｐ２×２×２）は、第１平板部３０に配置される第１光源ユニットＵ１の消費電力（Ｐ

１×１０）よりも大きく設定されている。
【００２９】
　図６に示すように、第２光源ユニットＵ２を構成する筒状反射体４０の筒部長さＤ２は
、第１光源ユニットＵ１を構成する筒状反射体４０の筒部長さＤ１よりも長く形成されて
いる。筒状反射体４０の筒部が短くなれば、光が照射される範囲が広がり、筒部が長くな
れば、光が照射される範囲が狭まって光が遠方に届きやすくなる。下方を照らす第１光源
ユニットＵ１の照射光は、第２光源ユニットＵ２の照射光に比べて広範囲に広がり、直下
の被照射面に光が集中しすぎない。側方を照らす第２光源ユニットＵ２の照射光は、第１
光源ユニットＵ１の照射光に比べて広がらずに遠方に届きやすくなる。
【００３０】
　図６に示すように、第１光源ユニットＵ１を構成する第１連結反射体４１と、第２光源
ユニットＵ２を構成する第１連結反射体４１とは離間している。双方の第１連結反射体４
１の間の隙間を低減する第２連結反射体４２が設けられている。第２連結反射体４２は板
状に形成されている。本実施形態では、第２連結反射体４２は、第２光源ユニットＵ２を
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構成する第１連結反射体４１に一体に形成されており、相手側となる第１光源ユニットＵ
１を構成する第１連結反射体４１に向けて延びているが、これに限定されない。例えば、
第２連結反射体４２を、第１光源ユニットＵ１を構成する第１連結反射体４１に一体に形
成してもよく、第１光源ユニットＵ１及び第２光源ユニットＵ２の両方に設けてもよい。
【００３１】
　図７に示すように、第１平板部３０（第１光源ユニットＵ１）には、第１光源モジュー
ルＭ１と、第２光源モジュールＭ２と、第３光源モジュールＭ３と、が設けられている。
第１光源モジュールＭ１は、ＬＥＤ素子１と、筒状反射体４０と、を有する。第２光源モ
ジュールＭ２は、ＬＥＤ素子１と、筒状反射体４０と、を有する。第３光源モジュールＭ
３は、ＬＥＤ素子１と、筒状反射体４０と、を有する。図７に示すように、第１～３光源
モジュールＭ１、Ｍ２、Ｍ３を構成するＬＥＤ素子１は、直線Ｌｉ上に配列されている。
第１～３光源モジュールＭ１、Ｍ２、Ｍ３を構成する筒状反射体４０は、図８Ａ～Ｃに示
すように、回転軸ａｘの向きが互いに異なっており、非平行である。
【００３２】
　第１光源モジュールＭ１を構成する筒状反射体４０の回転放物面４０ｃの回転軸ａｘ（
図８Ａ参照）は、第２光源モジュールＭ２を構成する筒状反射体４０の回転軸ａｘ（図８
Ｂ参照）と非平行に設定されている。具体的には、第１光源モジュールＭ１を構成する筒
状反射体４０の回転軸ａｘは、第１平板部３０の平面の垂線ＶＬに一致している。第２光
源モジュールＭ２を構成する筒状反射体４０の回転軸ａｘは、第１平板部３０の平面の垂
線ＶＬに対して傾斜している。その傾斜角度β１は、１０°である。図８Ｃに示すように
、第３光源モジュールＭ３を構成する筒状反射体４０の回転軸ａｘは、第１平板部３０の
平面の垂線ＶＬに対して傾斜している。その傾斜角度β２は、２０°である。
【００３３】
　第１光源モジュールＭ１において、ＬＥＤ素子１の発光面中心Ｌｐは、筒状反射体４０
の焦点ｆｐに一致している。第２光源モジュールＭ２において、ＬＥＤ素子１の発光面中
心Ｌｐは、垂線ＶＬに対して回転軸ａｘの出口側が偏心する方向の逆方向へ、入射側開口
４０ａの中心ｃから偏心している。第３光源モジュールＭ３において、ＬＥＤ素子１の発
光面中心Ｌｐは、第２光源モジュールＭ２の発光面中心Ｌｐの偏心方向と同方向に、入射
側開口４０ａの中心ｃから偏心している。偏心量は、第２光源モジュールＭ２よりも第３
光源モジュールＭ３の方が大きい。
【００３４】
　図９に示すように、第２平板部３１（第２光源ユニットＵ２）には、第１光源モジュー
ルＭ１と、第２光源モジュールＭ２が設けられている。第１光源モジュールＭ１は、ＬＥ
Ｄ素子１と、筒状反射体４０と、を有する。第２光源モジュールＭ２は、ＬＥＤ素子１と
、筒状反射体４０と、を有する。図１０Ａ～Ｂに示すように、第１～２光源モジュールＭ
１、Ｍ２を構成する筒状反射体４０は、その回転軸ａｘの向きが互いに異なっており、非
平行である。図１０Ａに示すように、第１光源モジュールＭ１を構成する筒状反射体４０
の回転軸ａｘは、第２平板部３１の平面の垂線ＶＬに対して傾斜している。その傾斜角度
β３は、７°である。図１０Ｂに示すように、第２光源モジュールＭ２を構成する筒状反
射体４０の回転軸ａｘは、第２平板部３１の平面の垂線ＶＬに対して傾斜している。その
傾斜角度β４は、１５°である。第１～２光源モジュールＭ１、Ｍ２において、ＬＥＤ素
子１の発光面中心Ｌｐは、垂線ＶＬに対して回転軸ａｘの出口側が偏心する方向の逆方向
へ、入射側開口４０ａの中心ｃから偏心している。このように、ＬＥＤ素子１の発光面中
心Ｌｐが入射側開口４０ａの中心ｃから偏心していれば、発光面中心Ｌｐが入射側開口４
０ａの中心ｃにある場合に比べて、筒状反射体４０が傾斜する方向へ向かう照射光を更に
強くでき、広角配光を実現するのに適切である。
【００３５】
　＜第２実施形態＞
　第２実施形態のＬＥＤ照明装置について、図１２～１６を用いて説明する。第２実施形
態のＬＥＤ照明装置は、設置間隔が５０ｍで皮相電力が４０ＶＡとなるＬＥＤ防犯灯であ
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る。
【００３６】
　第２実施形態のＬＥＤ照明装置は、図１２に示すように、第１実施形態の第１光源ユニ
ットＵ１及び第２光源ユニットＵ２に加えて、更に、複数のＬＥＤ素子を有する第３光源
ユニットＵ３を有する。第２実施形態のＬＥＤ照明装置は、第１～第３光源ユニットＵ１
、Ｕ２、Ｕ３を一組とした場合に、長手方向ＬＤに二組並べた構造である。図１３及び図
１４に示すように、光源取付台３は、第３光源ユニットＵ３が取り付けられる第３平板部
３２を有する。第３平板部３２は、第２平板部３１に対して所定の角度で傾斜し且つ第２
平板部３１よりも側方を向いている。第３平板部３２は、第１平板部３０及び第２平板部
３１を挟むように対をなしている。対をなす第３平板部３２の背部同士が互いに対向して
いる。対をなす第３平板部３２の第１平板部３０に対する傾斜角度θ２は、第１平板部３
０を挟んで対称となる角度に設定されている。具体的には、第１平板部３０の面方向に対
して８０°傾斜している。鉛直方向ＶＤに対して１０°傾斜している。θ２＝８０°、α

２＝１０°である。第３平板部は第２平板部の面方向に対して２２．５°傾斜している。
これにより、第１平板部３０に配置される第１光源ユニットＵ１は、下方を主に照らし、
第２平板部３１に配置される第２光源ユニットＵ２は、側方を照らすことになり、第３平
板部３２に配置される第３光源ユニットＵ３は更に遠方を照らすことになる。
【００３７】
　第３光源ユニットＵ３を構成するＬＥＤ素子１は、第２光源ユニットＵ２と同様に、い
わゆるハイパワーＬＥＤであり、１つあたりの消費電力が０．８Ｗ以上且つ２Ｗ以下であ
る。本実施形態では、第２光源ユニットＵ２のＬＥＤ素子１と同じ素子を用いている。図
１５に示すように、第３平板部３２に取り付けられた１枚のＬＥＤ基板に、３個のＬＥＤ
素子１が配置されている。これにより、第３光源ユニットの消費電力（Ｐ２×３）は、第
２光源ユニットの消費電力（Ｐ２×２）よりも大きく設定されている。
【００３８】
　本実施形態では、第１平板部３０、第２平板部３１及び第３平板部３２は、短手方向に
所定の角度を有して連結され、電源回路部７を収容する電源収容空間ＳＰ１を背部側に形
成している。電源収容空間ＳＰ１は、平板部３０、３１、３２の長手方向ＬＤに開放され
ている。
【００３９】
　電源回路部７は、電源収容空間ＳＰ１に配置されている。電源回路部７は、光源取付台
３に取り付けられている。具体的には、電源回路部７は、複数の棒状の絶縁部材８０を介
して光源取付台３に支持されている。
【００４０】
　図１５に示すように、第３平板部３２（第３光源ユニットＵ３）には、第１光源モジュ
ールＭ１と、第２光源モジュールＭ２と、第３光源モジュールＭ３と、を有する。第１光
源モジュールＭ１は、ＬＥＤ素子１と、筒状反射体４０と、を有する。第２光源モジュー
ルＭ２は、ＬＥＤ素子１と、筒状反射体４０と、を有する。第３光源モジュールＭ３は、
ＬＥＤ素子１と、筒状反射体４０と、を有する。図１５に示すように、第１～３光源モジ
ュールＭ１、Ｍ２、Ｍ３を構成するＬＥＤ素子１は、直線Ｌｉ上に配列されている。第１
～２光源モジュールＭ１、Ｍ２を構成する筒状反射体４０は、その回転軸の向きが互いに
異なっており、非平行である。第３光源モジュールＭ３と第１光源モジュールＭ１は、筒
状反射体４０の回転軸ａｘが平行である。
【００４１】
　第１光源モジュールＭ１及び第３光源モジュールＭ３において、ＬＥＤ素子１の発光面
中心Ｌｐは、筒状反射体４０の焦点ｆｐに一致している。第２光源モジュールＭ２におい
て、ＬＥＤ素子の発光面中心Ｌｐは、垂線ＶＬに対して回転軸ａｘの出口側が偏心する方
向の逆方向へ、入射側開口４０ａの中心ｃから偏心している。その傾斜角度β５は、５°
である。
【００４２】
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　以上のように、第１及び第２実施形態のＬＥＤ照明装置は、
　複数のＬＥＤ素子１を有する第１光源ユニットＵ１と、；
　複数のＬＥＤ素子１を有する第２光源ユニットＵ２と、；
　第１光源ユニットＵ１及び第２光源ユニットＵ２を収容する器具本体５および透光性カ
バー６と、；
　第１光源ユニットＵ１が取り付けられる第１平板部３０と、第２光源ユニットＵ２が取
り付けられる第２平板部３１と、を有し、器具本体５に取り付けられる光源取付台３と、
；
を具備しており、
　第１平板部３０は、下方の道路面を向いており、
　第２平板部３１は、第１平板部３０に隣り合い、第１平板部３０に対して所定の角度で
傾斜して第１平板部３０よりも側方を向いており、
　第２光源ユニットＵ２の消費電力は、第１光源ユニットＵ１の消費電力よりも大きく設
定されている。
【００４３】
　この構成によれば、第１平板部３０が下方の道路面を向いているので第１光源ユニット
が下方を照らし、第２光源ユニットＵ２が第１光源ユニットＵ１よりも側方を照らし、第
２光源ユニットＵ２の消費電力が第１光源ユニットＵ１の消費電力よりも大きいので、例
えば４．５ｍ下方の被照射面よりも更に遠方である側方へ向かう照射光が強くなる。よっ
て、規格で定められた消費電力の中で、被照射面が近い下方の照度を第１光源ユニットＵ
１により確保しつつ、被照射面が遠い側方の照度を第２光源ユニットＵ２により十分に確
保可能となる。
【００４４】
　第１及び第２実施形態において、第１光源ユニットＵ１を構成するＬＥＤ素子１の１つ
あたりの消費電力が０．１Ｗ以上且つ０．４Ｗ以下であり、第２光源ユニットＵ２を構成
するＬＥＤ素子１の１つあたりの消費電力が０．８Ｗ以上且つ２Ｗ以下である。
【００４５】
　この構成によれば、第１光源ユニットＵ１が照射する直下に必要以上の照度が集中する
ことを避け、第２光源ユニットＵ２が照射する光が届きにくい側方に十分な照度を確保す
ることが可能となる。
【００４６】
　第１及び第２実施形態において、第２平板部３１は、第１平板部３０を挟んで対をなし
ており、対をなす第２平板部３１の第１平板部３０に対する傾斜角度θ１は、第１平板部
３０を挟んで対称となる角度に設定されている。
【００４７】
　この構成によれば、第１平板部３０を中心として対称となる広い範囲に配光が可能とな
る。
【００４８】
　第２実施形態において、複数のＬＥＤ素子１を有する第３光源ユニットＵ３を更に具備
しており、
　光源取付台３は、第３光源ユニットＵ３が取り付けられる第３平板部３２を有し、
　第３平板部３２は、第２平板部３１に隣り合い、第２平板部３１に対して所定の角度で
傾斜して第２平板部３１よりも側方を向いており、
　第３光源ユニットＵ３の消費電力は、第２光源ユニットＵ２の消費電力よりも大きく設
定されている。
【００４９】
　側方に対する照度を十分に確保可能となる。
【００５０】
　本開示は上述した実施形態に何ら限定されるものではない。上記の各実施形態で採用し
ている構造を他の任意の実施形態に採用することは可能である。各部の具体的な構成は、
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上述した実施形態のみに限定されるものではなく、本開示の趣旨を逸脱しない範囲内で種
々の改良変更が可能である。
【００５１】
　例えば、電源回路部７を構成する電気回路部品が熱伝導性樹脂で覆われてしてもよい。
この構成によれば、放熱効果を向上させることが可能となる。また、電源回路部７全体が
防水樹脂で覆われていてもよい。
【００５２】
　ＬＥＤ素子１及び筒状反射体４０で構成される光源モジュールＭ１～Ｍ３の配置位置、
その組み合わせは上記第１実施形態及び第２実施形態に限定されず、適宜組み合わせ可能
である。上記実施形態では、ＬＥＤ素子１の発光面中心Ｌｐは、筒状反射体４０の焦点ｆ
ｐに一致しているが、一致していなくてもよい。
【符号の説明】
【００５３】
　Ｕ１…第１光源ユニット
　Ｕ２…第２光源ユニット
　Ｕ３…第３光源ユニット
　１…ＬＥＤ素子
　３…光源取付台
　３０…第１平板部
　３１…第２平板部
　３２…第３平板部
　５…器具本体
　６…透光性カバー

【図１】 【図２】
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【図８Ｃ】

【図９】 【図１０Ａ】
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【図１０Ｂ】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６Ａ】 【図１６Ｂ】
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